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論文の要旨及び判定理由 
 
パーキンソン病の症状は個別に異なり，Deep brain stimulation; DBS: 脳深部刺激術
後の結果に納得がいかないという事態が生じている．本研究の目的は，DBS後長期療養中
のパーキンソン病患者における術後不納得の改善プロセスを明らかにし, 看護の示唆を
得ることであった. 2県の患者会に所属するDBS後5～14年のパーキンソン病患者11名に
半構成的面接を実施し，修正版グランデッド・セオリー・アプローチによる分析を行った.
参加者の10名は重度の構音障害を有していた．面接時間は49分～116分，平均82分, 分析
の結果，15概念，5カテゴリが生成された. 
DBS後長期療養中のパーキンソン病患者による術後不納得の改善プロセスは，＜不納得
の共有化への試み＞から始まり，＜支えの維持＞によって＜不納得の抱え込み＞と＜不納
得の曖昧化＞を経て，不納得の＜改善策の具現化＞に至っていた．術後不納得の改善プロ
セスは，不納得を周囲に理解されずに抱えこみながらも，患者会や重要他者からの支えを
維持することによって，DBSを受けたことを意味づけたり，DBS後の不具合を改善するため
の交渉によって不納得が改善に向かうプロセスと考えられた. 影響を及ぼすことには期
待外れによる失望および他言無用の空気感があり，それは患者と医療者間での希望共有や
ピアサポートの支援が重要であることが明らかにされた. 初めてこのプロセスの詳細が
明確になり, 術前・術後の看護支援に活用することができること. また質問にも十分な
解答が得られたことより博士（看護学）の学位に値するものと判定した.（2019年3月14日） 
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最終試験の結果の要旨 
 
 研究の動機づけと新規性について、研究手法M-GTAについて、および研究成果の適用性
について 
 
試問し満足すべき解答を得た。 
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